
支出額

100.0％

民生費

教育費

土木費

総務費

公債費

諸 支 出 金
議 会 費 0.7％

597億2,134万円

198億1,536万円
33.2％

68億9,332万円
11.6％

74億8,309万円
12.5％

13.6％

50億7,730万円
8.5％

衛生費　50億7,177万円　8.5％

商工費　32億1,972万円　5.4％

消防費　18億1,461万円　3.0％

農林水産業費　12億1,447万円　2.0％ 0.7％

災害復旧費
労 働 費 0.2％

0.1％

81億2,456万円

②
財政再生
基準

①
早期健全
化基準

大垣市説　　明区　分

２０．０％１１．６２％
赤字は
ありません

市の一般会計などの赤字の程度を指標化し、
財政運営の悪化の度合いを示します

実質赤字
比率

健
全
化
判
断
比
率

３０．０％１６．６２％
赤字は
ありません

上記に、特別会計と企業会計を加えた市全体
の財政運営の悪化の度合いを示します

連結実質
赤字比率

３５．０％２５．０％１．２％
地方債の償還金およびこれに準ずる費用の大
きさを指標化し、資金繰りの程度を示します

実質公債
費比率

３５０．０％１３．３％
地方債現在高など将来の負担を指標化し、財
政運営に与える負担の度合いを示します

将来負担
比率

２０．０％
資金不足は
ありません

公営企業の資金不足を事業規模と比較して指
標化し、経営状況の悪化の度合いを示します

資金不足比率

　「地方公共団体の財政の健全化に

関する法律」により、平成２７年度決

算に基づく「健全化判断比率（実質赤

字比率など４指標）」と「資金不足比

率」を公表します。

　いずれの比率についても、自主的

な改善努力を図る財政健全化計画の

策定が義務付けられる基準①、国な

どの関与による確実な再生を図る財

政再生計画の策定が義務付けられる

基準②を下回っています。

　なお、前年度に比べて実質公債費

比率は０．５ポイント、将来負担比率

は６．０ポイント改善しています。

収入額

依存
財源

自主財源

市税

諸収入

市債

利 子 割 交 付 金
ゴルフ場利用税交付金
交通安全対策特別交付金

620億8,540万円
100.0％

274億
2,531万円
44.2％

58.7％

41.3％

6.0％

繰越金　3.6％
22億2,437万円

使用料及び手数料　2.2％
13億9,487万円

繰入金　1.4％
8億7,992万円

分担金及び負担金　0.9％

国庫支出金　11.4％
71億1,604万円

57億
8,250万円
9.3％

地方交付税　7.7％
47億5,733万円

県支出金　6.0％
37億1,219万円

地方消費税交付金　5.0％
30億9,522万円

0.2％
0.2％
0.2％
0.2％
0.1％
0.1％
0.0％

37億
1,937万円

寄　附　金　0.2％
財産収入　0.2％

配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金

地 方 譲 与 税 0.9％

大垣市マスコットキャラクター

おがっきい・おあむちゃん
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　平成２７年度の一般会計の決算は、下グラフのとおりで、収入額が

６２０億８，５４０万円、支出額が５９７億２，１３４万円となりました。

平成２６年度と比較した伸び率は、歳入が４．０％増、歳出が３．９％増

となっています。

歳入のうち、市税収入が２７４億２，５３１万円と全体の４４．２％を占めて

おり、平成２６年度と比較すると３億１，４１９万円、１．２％増で、主なも

のでは、法人市民税が３億５，７８９万円、１４．３％増、固定資産税が１億

１，６９１万円、０．９％減となっています。

歳出の主なものは、社会福祉・高齢者福祉・児童福祉などの経費

である民生費が３３．２％と最も多く、次いで、窓口サービスや防災な

どの経費である総務費が１３．６％となっています。

平成２６年度決算額に比べ、クリーン

センター焼却施設長寿命化事業費（９

億５，４３２万円増）、大垣駅南街区市街地

再開発事業費（５億７，８８０万円増）、小

中学校非構造部材耐震対策事業費（３

億９，１１２万円増）などが増加した一方、

大垣駅西自転車駐車場建設事業費（４

億５，０８１万円減）、宇留生小学校屋内運

動場改築事業費（５億７，９７１万円減）、

東中学校北舎改築事業費（６億３，３４５万

円減）などが減少しました。 大垣駅南街区

一般会計

歳入 歳出

市の財政は
こうなって
いるんだね

市は、市民の皆さんに市財政の実態を知っていただくた

め、毎年２回財政状況を公表しています。本紙面では、平成

２７年度の財政状況についてお知らせします。

この公表により、市財政はどのように運営され、税金はど

のように使われているのかなどをご理解いただき、より良い

大垣市をつくるため、市民の皆さんにご協力をお願いするも

のです。

平成２７年度は、日新幼保園の改築による耐震化の推進や小

中学校施設の非構造部材耐震対策の実施など、諸課題へ積極

的に取り組みました。

　財政状況について詳しくは、市ホームページまたは財政課

（緯４７－８２９６）へ

平平成成２２７７年年度度平平成成２２７７年年度度


